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に,3)ス トロボスコープによる声帯振動位相のずれ (麻痔側声帯の振動位相の遅れ)を挙げたO また同
症では音声は嘆声とならないことを示した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は病的発声の一要因として,左右声帯の緊張不均衡をとりあげ,その音声および声帯振動に及ぼ
す影響に検討を加えたものである.声帯緊張不均衡は動物実験では-側輪状甲状筋の収縮,摘出喉頭実験
では同筋の収縮を模倣する牽引により負荷した｡
j岬■3閉鎖不全を伴わない場合には,声帯振動は規則的で,緊張の高い声帯の振動位相が常に進相となる
ことを確めた｡左右声帯の振動周波数は等しく,緊張側声帯の振動振巾が対側に比し,小となることはな
かった｡音声は全例,嘆声とはならなかった｡声帯振動の規則的な場合には,日常臨床で使用されるスト
ロボスコープにより位相のずれの診断は容易であることを確めた｡
声門閉鎖不全を伴う場合には,不規則振動をするものと振動は,やや規則的で振動中,閉鎖期の認めら
れないものがあり,音声は全例,嘆声となることを確かめた｡
以上の研究は,各種喉頭疾患の治療に有用な情報を提供すると共に,声帯緊張不均衡の比較的純粋な臨
抹例である片側上喉頭神経外枝麻痔の診断基準の確立に寄与するところが多い｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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